
【注いでください】 （作詞作曲・小山勇児） 
 

愛するイェス様 このわたしに触れ 
そのやさしい御手で 触れてください 
あなたの御前へと 進んでゆき 
ひざまずいて 祈り求める 
 
手を高く 上げて今 主よ賛美します 
注いでください主の愛と恵みを 
満たしてください         ×２ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信仰宣言 
 

「私の家族は全員救われます」 

「日本にはリバイバルが始まっています」 

「私も用いられます」 

「すべての問題は解決します」 

「することなすこと、みな成功します」 

「私のまわりには奇跡が起こります」  

「すべてのことを感謝します」  

「イエス様がご一緒ですから」  

「ハレルヤ主よ感謝します」  

 

１ 

祈りの小径（こみち） 

Number：115 瀬戸カルバリーチャペル 

 

 

祈りのガイドライン 
 

１． 賛美と感謝の祈り  ピリピ４の４～７ 
 

２． 悔い改めと主を慕い求める祈り  詩篇５１ 

３．個人的な願いの祈り  ヨハネ１５の７ 

４．とりなしの祈り １テモテ２の１～４/エペソ４ 
 

❶大和カルバリーチャペルと大川牧師ご夫妻のため 

❷瀬戸カルバリーチャペルと倉知牧師家族のため 

❸クリスチャンが成長し、整えられ、用いられますように 

＝教会員が恵まれて、礼拝・祈祷会・奉仕・献金・伝道ができますように 

❹求道者が与えられ、救われますように→受洗者 

❺教会近隣の方が集われますように 

❻若い献身者が与えられますように 

❼ジョイキッズとユースの働きが充実しますように 

❽高齢の方々のフォローが十分になされますように 

❾Seto Life Art Studioが用いられますように 

＝ウクレレ・キッズ英語・ゴスペル・モンテッソーリ教室・音楽ミサなど 

❿５０人→１００人→２００人と教会が成長しますように 
 

５．日本と世界とエルサレムの平和を願って… 
 

●コロナ禍からの解放・医療従事者と政治判断のため 

●ウクライナとロシアのために。戦争が終わるように。 

 

５ 

「祈りの小径（こみち）」の名称は、愛知県瀬戸市・せとものの
街の名所「窯垣の小径」と、詩人・八木重吉の作品にあ
る「祈りの路」から名付けられました。各ページにある数字
の順に、賛美→聖書→黙想→解説→祈りを致します。 

瀬戸カルバリーチャペル Seto LIFE ART Studio 

いろいろの 
他国の言葉で 
語り出した。 
 
使徒行伝２章４節 

 
 

【イエスの御名は自由】 
 

① イエスの 御名は自由  

イエスの 御名は解放 
 

イエスの 御名は勝利 

おおグローリーハレルヤ イエス勝利 

おおグローリーハレルヤ イエス勝利 
 

② 悪魔の力やぶる ×２ 

③ 歌え この喜び ×２ 

 

 

 

 

 

 

 

【イエス様ふれてください】 
 

イエス様 ふれてください  

み前に近づく わたしに 

イエス様 ふれてください その御手の中で 
 

声をあげて あなたをたたえます 

すべてのすべて あなたを 求め続けます 

 
【手を高くさしのべ】 

G          Ｃ   Ａm           D     

手を高く差し伸べ 渇いた地のように 
  Ｂ７     Ｅm Ｃ  Ｄ７   Ｇ 

ただ主を慕い 求めゆこう 
     

あなたの愛のわざ すべての慈しみ 

ただ目をとじて  主を 想う 
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今日の聖書のことば 
ゆっくり読んで黙想しましょう。 

 

黙想（Life Art Meditation） の時間 
（感じたこと・恵まれたことをノートします） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みことばの解説 
 

ローマ人への手紙の中に見る 

パウロ先生が伝えたかった 

聖霊様の恵みを体験したい！ 
 
熱心なユダヤ教徒であり、エリート神学者であ

り、教会の迫害者でもあったパウロ先生は、使徒行
伝９章で、ダマスコへの途上、イェス様に出逢って
その人生が変えられました。そして、ひとりの弟子、
アナニヤが手を置いて祈ると、パウロ先生は聖霊に
満たされ、目からうろこのようなものが落ち、ただ
ちに諸会堂でイェス様のことを宣べ伝えました。ま
た、彼はその日の出来事を何度も公の場所で証し
しています。パウロ先生の生涯に起こったことは… 

 

➊ 一方的な恵みによって救われたこと 
➋ 聖霊様（最強ヘルパー）に満たされたこと 
➌ 大胆に福音を伝える証し人となったこと 

 

それは、すべてのクリスチャンに起こることであ
り、起こるべきことです。➊にとどまらず、➋を経
験し、➌証し人になることで、大宣教命令という
「種まきプロジェクト」がなされます。鍵は➋です。 
パウロ先生は、ローマ人への手紙の中で、繰り返

し、聖霊様がどのように自分を助けてくださったか
を書いています。 

 

（１）聖霊様は、患難を喜ぶ力をくださる。患難を通
して、忍耐を、練達を、希望を生み出させてくださ
る。その原動力が、聖霊様によって注がれる愛！ 

 

（２）聖霊様は、切なるうめきをもって弱い私たちの
ために祈ってくださる。神の御旨にかなう者へと
変えてくださり、万事が益となる信仰をくださる。 

 

（３）聖霊様は、どんな試練、困難、迫害の中にあっ
ても、信仰と喜びと平安で満たし、私たちを「希望」
に溢れさせてくださる。 
 

彼がどれほど聖霊様に信頼し、その力を受け取っ
て生きたかを知り、同じ聖霊様が私たちの内にお
られることを思い起こさせていただきたいのです。 

２ ３  ４ 

ローマ人への手紙５章１～５節 

1 このように、わたしたちは、信仰によって義とされ

たのだから、わたしたちの主イエス・キリストにより、

神に対して平和を得ている。 2 わたしたちは、さら

に彼により、いま立っているこの恵みに信仰によっ

て導き入れられ、そして、神の栄光にあずかる希

望をもって喜んでいる。 3 それだけではなく、患難

をも喜んでいる。なぜなら、患難は忍耐を生み出

し、 4忍耐は錬達を生み出し、錬達は希望を生み

出すことを、知っているからである。 5そして、希望

は失望に終ることはない。なぜなら、わたしたちに

賜わっている聖霊によって、神の愛がわたしたちの

心に注がれているからである。 

 

ローマ人への手紙８章２６～２８節 
26御霊もまた同じように、弱いわたしたちを助けて
下さる。なぜなら、わたしたちはどう祈ったらよいか
わからないが、御霊みずから、言葉にあらわせない
切なるうめきをもって、わたしたちのためにとりなし
て下さるからである。 27 そして、人の心を探り知
るかたは、御霊の思うところがなんであるかを知っ
ておられる。なぜなら、御霊は、聖徒のために、神の
御旨にかなうとりなしをして下さるからである。 28
神は、神を愛する者たち、すなわち、ご計画に従っ
て召された者たちと共に働いて、万事を益となるよ
うにして下さることを、わたしたちは知っている。 
 
ローマ人への手紙１５章１３節 
13どうか、望みの神が、信仰から来るあらゆる喜び
と平安とを、あなたがたに満たし、聖霊の力によっ
て、あなたがたを、望みにあふれさせて下さるよう
に。 
 
 
 

 

「あなたの驚くべき成功と尊敬される人生の秘訣は？」 

 

「それは他の人たちより失敗を多く経験してきた

お陰でしょう。私は失敗するたびに、失敗の中に

込められている神様の御心を学び、それを飛び

石（飛石）として活用してきました。サタンは私が

失敗する度に、「もうお前は終わりだ」と囁きまし

た。しかし神様は、私が失敗するたびに、「今回の

失敗を教訓とし、さらに大きなことに挑戦しなさ

い」と言われました。私はサタンのささやきより、

神様の声に耳を傾けたのです！」 

 


